
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

日
刊
（
行
政
機
関
の
休
日
休
刊
）

〇

〇

¾

編 集・印 刷
独立行政法人国立印刷局

告

示

認
定
を
し
た
日

認
定
の
有
効
期
間

指
定
し
た
周
波
数

認
定
を
受
け
た
者

の
名
称

特
定
基
地
局
の
通
信
の
相
手

方
で
あ
る
陸
上
に
開
設
す
る

移
動
す
る
無
線
局
の
移
動
範

囲

平
成
二
十
五
年

七
月
二
十
九
日

平
成
二
十
五
年
七

月
二
十
九
日
か
ら

平
成
三
十
年
七
月

二
十
八
日
ま
で

二
、
六
二
五

MHz
を

超
え
二
、
六
四
五

MHz
以
下

Ｕ
Ｑ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株

式
会
社

全
国

目

次

平成™œ年Ÿ月�日 水曜日 第�˜—›号官 報
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〇
総
務
省
告
示
第
三
百
十
号

政
党
助
成
法
（
平
成
六
年
法
律
第
五
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
党
交
付
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る

政
党
の
届
出
に
つ
い
て
、
日
本
維
新
の
会
か
ら
訂
正
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
平
成
二
十
五
年
総
務
省
告
示
第
百
十
二

号
（
政
党
助
成
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
党
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り

訂
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
八
月
七
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

七
日
本
維
新
の
会
の
部
d

所
属
国
会
議
員
中
「
大
阪
府
松
原
市
天
美
東
七
e

一
〇
e

二
〇
」
を
「
大
阪
府
松
原
市
天

美
東
八
e

六
e

一
七
」
に
、「
広
島
県
福
山
市
三
之
丸
町
一
〇
e

二
七
」を「
大
阪
府
大
阪
市
西
淀
川
区
姫
里
三
e

一
三
e

四
八
」
に
、「
大
阪
府
大
阪
市
阿
倍
野
区
昭
和
町
一
e

二
e

一
九
」
を
「
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
三
e

一
e

四
」
に
、「
宮

沢

隆
仁
」
を
「
宮
澤

隆
仁
」
に
、
日
本
維
新
の
会
の
部
f

支
部
の
数
中
「
五
一
」
を
「
五
二
」
に
改
め
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
十
一
号

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
十
七
条
の
十
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
基
地
局
の
開

設
に
関
す
る
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
八
月
七
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
七
十
八
号

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
町

村
長
を
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
っ
て
戸
籍
事
務
を
取
り

扱
う
市
区
町
村
長
に
指
定
す
る
。

こ
の
指
定
は
、
平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
四
日
か
ら
効

力
を
生
ず
る
。

平
成
二
十
五
年
八
月
七
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

北
海
道
常
呂
郡
置
戸
町
長

北
海
道
河
西
郡
中
札
内
村
長

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
七
十
九
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
五
年
八
月
七
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

住
所
東
京
都
世
田
谷
区
宇
奈
根
２
丁
目
６
番
８
号

ポ
ヒ
ヴ
ァ
・
ロ
ト
ア
ヘ
ア
昭
和
6
3年
８
月
1
0日
生

住
所
東
京
都
文
京
区
本
郷
１
丁
目
2
5番

2
6
`
1
4
0
2号

ソ
ウ
・
カ
シ
ョ
昭
和
5
6年
１
月
1
4日
生

住
所
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
針
ヶ
谷
４
丁
目
１
番
１
号

ア
ン
ジ
ャ
ン
・
ク
マ
ー
ル
・
ダ
ス
昭
和
5
6年

1
0月

1
6

日
生
ユ
リ
・
ダ
ス
平
成
2
2年
８
月
1
0日
生

住
所
千
葉
県
市
川
市
妙
典
５
丁
目
1
3番

2
4
`
7
0
8号

ズ
ル
ヌ
レ
ン
・
カ
ン
昭
和
4
0年
９
月
2
2日
生

住
所
名
古
屋
市
港
区
十
一
屋
２
丁
目
2
7
5番
地

バ
ー
サ
ン
フ
ー
・
ツ
ェ
レ
ン
昭
和
4
7年
７
月
1
9日
生

住
所
大
阪
府
門
真
市
栄
町
６
番
2
5
`
2
0
2号

グ
ィ
エ
ン
・
ゴ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
昭
和
5
3年

1
2月

1
2日

生グ
ィ
エ
ン
・
テ
ィ
・
ゴ
ッ
ク
・
チ
ャ
ム
昭
和
5
6年
７

月
８
日
生

住
所
神
戸
市
中
央
区
脇
浜
海
岸
通
４
丁
目
３
番

1
0
`

2
0
1号
李
仁
堯
昭
和
2
4年

1
1月
６
日
生

李
林
淑
娟
昭
和
2
7年
２
月
1
7日
生

李
美
文
昭
和
5
6年
５
月
９
日
生

住
所
東
京
都
墨
田
区
横
川
４
丁
目
１
番
1
7号

モ
ハ
メ
ド
・
サ
ッ
タ
ー
ル
昭
和
4
2年

1
2月

1
5日
生

住
所
群
馬
県
前
橋
市
大
利
根
町
２
丁
目
3
4番
地
1
6

カ
ズ
ト
モ
・
ミ
ナ
ミ
昭
和
2
1年
６
月
1
1日
生

〔
告

示
〕

〇
政
党
助
成
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
政
党
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る

件
の
一
部
を
訂
正
す
る
件（
総
務
三
一
〇
）

J

〇
特
定
基
地
局
の
開
設
に
関
す
る
計
画
の
認

定
を
定
め
る
件
（
同
三
一
一
）

〇
戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
指
定
に
関
す
る
件
（
法
務
二
七
八
）

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
同
二
七
九
）

〇
制
憲
議
会
選
挙
支
援
計
画
の
た
め
の
贈
与

に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ネ
パ
ー
ル
政
府

と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件

（
外
務
二
七
四
）

K

〇
重
要
文
化
財
を
国
宝
に
指
定
す
る
件

（
文
部
科
学
一
二
八
）

〇
文
化
財
を
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
件

（
同
一
二
九
）

L

〇
重
要
文
化
財
の
指
定
を
解
除
す
る
件

（
同
一
三
〇
）

Q

〇
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
す
る
件

（
同
一
三
一
）

〇
工
事
が
完
了
し
た
件（
国
土
交
通
七
八
五
）

R

〇
登
録
基
幹
技
能
者
講
習
実
施
機
関
の
登
録

事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

（
同
七
八
六
）

R

〇
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
の
規
定
に
よ
り
登
録
住
宅
性
能
評
価
機

関
の
登
録
内
容
を
変
更
し
た
件

（
関
東
地
方
整
備
局
三
五
二
）

〇
道
路
に
関
す
る
件
（
同
三
五
三
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
九
州
地
方
整
備
局
一
四
四
、
一
四
五
）

〔
国
会
事
項
〕

R

〔
人
事
異
動
〕

農
林
水
産
省

海
上
保
安
庁

J
I

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁司

法
書
士
懲
戒
処
分
、
猪
名
川
土
地
改
良

区
連
合
役
員
の
退
任
及
び
就
任
、
買
収
前

の
所
有
者
等
へ
の
売
払
い
関
係

J
I

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

平
成
二
十
四
年
度
総
務
省
共
済
組
合
の
決

算
関
係

L
I

会
社
そ
の
他

L
J

˜
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